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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされる膜関連タンパク質は、ATP結合カセット（ABC）トランスポーターのスーパーファミリーに含まれる。ABCタンパク質は、細胞外膜および細胞内膜を越えて様々な分子を輸送する。ABC遺伝子は、7つの異なるサブファミリー（ABC1、MDR/TAP、MRP、ALD、OABP、GCN20、White）に分類される。このタンパク質はWhiteサブファミリーのメンバーである。乳がん耐性タンパク質とも呼ばれるこのタンパク質は、異物トランスポーターとして機能し、多剤耐性において重要な役割を果たす可能性がある。ミトキサントロンおよびアントラサイクリンへの曝露に対する細胞防御機構として機能する可能性が高い。このタンパク質は胎盤で有意に発現していることが観察されており、胎盤組織においてこの分子が何らかの役割を果たしている可能性があることを示唆している。組織特異性：胎盤で高発現。小腸、肝臓、結腸では低発現。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	NIH/3T3（1）およびCos7（2）細胞溶解物に対するABCG2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	ABCG2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	ABCG2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による ABCG2 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト膀胱癌組織 (左) と骨格筋組織 (右) の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による ABCG2 マウス mAb を使用したパラフィン包埋マウス筋肉の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による ABCG2 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ラット筋肉の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による ABCG2 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ウサギ筋肉の免疫組織化学分析。

